
島田療育センター 
ニュース（1） 

第310号 
2024年12月1日 

苦悩への勇気 

 お久しぶりです。私は、昨年に間質性肺炎になりま

した。多くの方の支えがあり、今、働いています。病

気は、失うものばかりでありません。新たな発見もあ

ります。ナチスによる強制収容所の極限の状態を体

験した精神科医のヴィクトール・フランクルの言葉

は、私に勇気をくれました。 

 「苦悩する人は、もはや運命を外面的に変えること

はできなくなっています。けれども、その人はまさに

苦悩によって、運命を内面的に克服

することができるのです。苦悩は成

長です。また苦悩は成熟です。苦悩

は人間に、ものごとを見抜く力を与

え、世界を見通せるようにしま

す。－苦悩への勇気－これこそが

重要なのです。」私は、新たな発見

を楽しみながら、人生に抗うこと

なく、日々過ごそうと思います。 

統括副院長 

小沢 浩  

 9 月 17 日 4 名のご家族が来所されました。その

方々の中に 100 歳を迎えられたご高齢の女性がい

らっしゃいました。「愛することからはじめよう：小

林提樹と島田療育園の歩み」を読み、思い出の場所を

見ておきたいと申し込まれたそうです。半世紀以上前

になりますが、当時この方はご主人と一緒に洗濯の業

務に従事されており、お正月の忙しい時期には学生

だったお子様も連れて練馬から通われていたとのこと

でした。療育園時代にあった周辺の景観はがらりと変

わり、坂の途中にあった洗濯場は駐車場となりまし

た。当時の面影は玄関前の八重桜を残すのみとなりま

したが、皆さん昔話に花が咲き、ご家族一緒に島田療

育園時代の思い出を懐かしんでいらっしゃいました。 

 療育園が歩き出した大変な時代に療育園を支えてい

ただいたことに加え、半世紀以上の時を経ても、記憶

の中に思い続けていただけたことに対して感謝にも似

た温かい気持ちを憶えました。お元気でお過ごしくだ

さい。 （編集委員 清水 信夫） 

 11 月 18 日・19 日、当センターで還暦・古希・

喜寿を迎えられた 4 ヶ病棟、16 名の利用者様を対象

にお祝いの式典を実施しました。それぞれの病棟職員

による工夫を凝らした催しを厚生棟から全病棟に中継

し、センター全体でお祝いしました。各病棟はこの日

のために装飾され、お祝いの昼食メニューを用意させ

ていただきました。式典では家族からの感謝の言葉に

励まされつつ、和やかな時間を過ごすことができまし

た。還暦・古希・喜寿を迎えられた皆様、本当におめ

でとうございます。 （編集委員 清水 信夫） 
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10～11月に行われた行事の様子を各担当者よりお知

らせいたします。 （編集委員 清水 信夫）  

10月16日、参加者一丸となったゲーム大会で盛り上がりました！ 

厚生棟研修室内にちらばった大きな棒を探し出し、それらを集めると、

答えのヒントが見つかるという宝探しゲーム。みんなで探し出し、ヒン

トを元に無事答えを見つけだすことができました。笑顔と笑い声が響

き合う大遠足となりました！  

第
５
病
棟
一
班 

大
遠
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10月31日（木）7病棟東棟の大遠足を行ないました。午前中はハロウィンにちなん

だファッションショーを行ないました。利用者様がモデルとなってランウェイを進

んでポージングし、おひとりおひとりにスポットライトが当たる機会となりまし

た。午後はCAPP（人と動物のふれあい活動）を行ないました。動物に触れることで

優しさや温もりを感じられた様で、皆さま柔和な表情をされていました。全員参加

で、賑やかで笑顔で楽しい、充実した一日となりました！ 

第
７
病
棟
東
棟 

大
遠
足 

11月7日、厚生棟研修室でCAPP活動を行いました。６頭のワンちゃ

んが揃い踏みし、参加者とゆっくりと温かな触れ合いをすることがで

きました。最初からガッシリと抱きしめる方もいれば、遠目からゆっく

りと見つめつつ、そーっと触れる方など、触れ合い方は様々でしたが、

ワンちゃんたちとの穏やかな時間を過ごすことができました！ 

第
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棟
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大
遠
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今年の大遠足は『お買い物とお披露目会』。移動販売ふくまるさんが、

厚生棟いっぱいに洋服や靴・ぬいぐるみなど、リクエストした物を用意

してくださいました。順番に出かけていき、思い思いに買い物を楽しみ

ました。ご家族と一緒にお買い物された方もいました。実はこんなデザ

インがお好きだったんだ！と利用者様の新たな一面や、お披露目の時

の嬉しそうな表情をみることができ、素敵な2日間となりました。 

第
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10月3日（木）3病棟大遠足（西棟）を開催しました。今回のテーマは、「映画館＆

ハロウィンパーティーに行こう！」映画館＆カフェの予約チケットを手に、まずは

映画館（厚生棟）に向かいます。大画面と会場に響く音響でハラハラドキドキの『ト

イストーリーオブテラー』を観たあと、いよいよハロウィンパーティーの会場へ。色

とりどりのデザートが並ぶ中、目で見て、香りをかいで、触れて、味わって、選んで、

全身でスイーツバイキングを楽しみました。  

第
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大
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11月の誕生会は、「マジックにじいろ」の赤池様をお呼びし、マジックショーを行

いました。カラフルな布が舞ったり、切ったはずの紙がつながったり、みんなで「お

おーっ」と声を上げながら見入っていました。重ねた紙をちぎる体験型のマジック

では、ドキドキしながら紙をちぎっていくと、中から素敵な帽子が登場！最後は、南

京玉すだれで華やかに終わりました。コロナ以来、久しぶりに外部の方に病棟に

入って頂いた誕生会。楽しいマジックをありがとうございました！  

第
３
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誕
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11月24日（日）厚生棟研修室を会場にコンサートを催し、声楽家の生田有里さんと

ピアノ奏者の堀川法子さんによる童謡を中心とした音楽をセンターの皆様に楽しん

でいただきました。表情と動きで聴く人を魅了する生田さんと息の合った演奏を披

露する堀田さんの絶妙なコンビネーションにワクワク感が続きました。事前に利用

者様のリサーチを行い、興味を持っていただけるように工夫を重ねたご様子です。

表情一つで場の雰囲気を変えられるのだと改めて感銘したコンサートでした。  
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 「多摩市ひまわり教室」は、市内で生活する心身の発

達に配慮が必要な幼児の「育ち」を支援する通園施設で

す。今年度は7月～10月の計4回、島田療育センターに

ご協力いただき親子での「スヌーズレン活動体験」を行

いました。普段療育で使っている部屋がスヌーズレン

グッズで幻想的な空間になり、光や映像をうっとりと

眺めたり、親子で一緒にグッズに触れながらコミュニ

ケーションを楽しんだりと、親子でゆったりとした時

間を過ごすことができました。また、様々な感覚グッズ

を体験する中で、お子さ

んが自分にとっての心地

よい感覚を見つけて遊び

込む姿も見られ、また保

護者やスタッフにとって

は、お子さんの新たな一

面を発見する機会にもな

りました。スヌーズレン活動を通して見つけたお子さ

んの好きな感覚を、今後の療育にも活かしていきたい

と思います。 

（寄稿：多摩市ひまわり教室 向井 恵里 様） 

 

 「エレベーター」を「エベレーター」と言い間違え

ます。どう教えたらよいでしょう？  

 音の順番を入れ替えて言ってしまう誤りは、「音韻意

識」（音を意識する力）が未熟なお子さんによくみられ

る誤りであり、ことばの発達過程ではどのお子さんに

もみられます。「音韻意識」とは、「りんご」は「り」と

「ん」と「ご」の 3 つの音から成り立っていることに気

づく力です。この「音韻意識」が育ってくるのは、一般

的には 4・５歳頃からと言われています。「あ」から始

まることばをたくさん集めたり、音の数だけ階段やタ

イルを進んだり、しりとり遊びなど、日々の遊びの中で

音を意識する機会を設けていただくとよい練習になる

と思います。もし、お子さんが言い誤りをしてしまった

ら、無理に言い直させるのではなく、大人がさりげなく

正しく返してあげるのがポイントです。例えば、

「あっ！エベレーター！」→「エレベーターだね！一緒

に乗ろうね」など。まずは、お子さんが「話したい！」

というコミュニケーション意欲を大切にしてあげま

しょう。 （言語聴覚士 黒柳 絢太） 

お子様の発達について、こんなご心配はありませんか？ 

このコーナーはネットワークしまだで連載していた、親御さんからの発達について

のご質問やお悩みに対して専門職が対応方法をご説明するコーナーです。 

バックナンバーは島田療育センターのホームページでもご覧いただけます。 

 10月24日当センターにて、ファシリテーションの

研修会を開催しました。今回は特に、重度の障害や医

療的ケアがあり、関係する機関や支援者が多いご利用

者に関わる職員の方々に向け、会議を円滑に実（じつ）

のあるものにするための基本姿勢やスキル（技術）の

習得を目的に、「社会福祉法人ソラティオ荒川区障害

者基幹相談支援センター｣の主任相談支援専門員・医

療的ケア児等コーディネーターの林田五月氏にご指導

いただきました。講義では、ファシリテーターは仕切

り役ではなく会議を活性化させる舵取り役であるこ

と、会議の目的を明確化し議論を拡げ（発散）、最後

にまとめる（収束）役割を担っていること、チーム力

を最大限に引き出せる場

（心理的安全性）を提供す

ること等の重要性とそのス

キルを学びました。その上

で小グループに分かれて4

つの演習に取り組み、各演

習の目的（＝会議の目的）に向けて、立場や意見の異

なる多職種の会議場面でのファシリテーションを体験

し、振り返りを行ないました。 

 研修を通して日頃の会議の課題や改善点を再認識

し、多くの人がファシリテーションの知識やスキルを

習得することが、会議やその先の業務や支援をより意

義のある物にできると感じ、このスキルをより深めて

いきたいと思いました。  

（社会福祉士 市川 香織） 
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ハロウィンパレード 

デイケアセンターの幼児部によるパ

レードです。感染対策のため実施を見合

わせていましたが、久しぶりの再開でセ

ンター内に歓声が響き渡りました。 

 10月23日（水）自衛消防操法大会に参加しました。

1号消火栓混合チームとして、作業療法科の坂本さん、

療育部7病棟の宮國さん、事務部の會澤が出場しまし

た。27チーム中、1号消火栓混合チームは3組が出場

し、準優勝することができました。当初は不安でいっぱ

いでしたが、前回大会のビデオを見てイメージをつか

み、2回の消防署員からの指導訓練を体験し、数回の自

主訓練で、徐々にではありま

したが、なんとかやれるので

はないかという思いになりま

した。当日はあいにくの雨で、

島田の順番時には本降りとな

る場面もありましたが、1番員のホース延長もスムーズ

にでき、訓練で指導くださった消防署員からお褒めの

言葉をいただき、喜びを分かち合い、この先の自信につ

ながる大会でした。 （会計科科長 會澤 秀安） 

 10月26日（土）当センター厚

生棟にて、近隣の自治会の方と、

地域協定を結んでいるあい介護・

天本病院・白楽荘の職員の方にご

参加いただき、合同防災訓練が行

われました。今年は被災時の最重要課題として挙げら

れる「災害時のトイレに関して」というテーマで森久保

事務局長が講演しました。体験コーナーでは、実際に簡

易トイレのパットや凝固剤のお試しや、家庭にある段

ボール箱を使ったポータブルトイレの作り方を委員が

実演し、参加者の皆様には市販されている「段ボール便

器」の組み立てと座り心地などを体験していただきま

した。自治会の方々には備えることの大切さについて

改めて考える良い機会になった、と好評をいただきま

した。みなさまにもこの機会に防災グッズの見直しな

どをしてみてください。 

（防災危機管理対策委員会  福島 史） 

 10月27日（日）多摩市医療系

防災訓練が多摩市役所、日医大

永山病院、南部地域病院、桜ヶ丘

記念病院の4箇所で行われまし

た。各会場に市職員と医師、歯科

医師、コメディカル、事務員、学生、企業の方等が集ま

り、当センターも８名が参加しました。多摩市に震度６

強の地震が発生した想定で、トリアージ訓練と重症者

を災害支援病院から災害拠点病院へ搬送する転院搬送

訓練を行いました。トリアージエリアでは傷病者情報

をまとめ、軽症・中等症・重症に分けて後方搬送へつな

げます。有事の際に迅速に動くために、繰り返しの訓練

はとても重要と思いました。今後も当センター職員と

して災害医療への意識を高めていきたいです。 

（防災危機管理対策委員会  西本 有三）  

日時 2025年1月19日（日） 会場 オンライン 

申込み Peatixよりお申し込み 参加費 1,100円 

第19回心理講演会 『令和型不登校』の多様な理解

と家庭と学校に期待される支援について 

 10月3日に表彰式があり、森久

保事務局長が理事として表彰さ

れました。個人表彰ではあります

が、島田療育センターが多摩市災

害防止協会発足時から50年以上

の長きに亘り役員を務め、また島

田療育センターが防火防災に寄与していることで受賞

しましたのでここにご報告いたします。 

日時 2024年12月21日（土） 会場 パルテノン多摩 

申込み Peatixよりお申し込み 参加費 無料 

東京多摩版「災害対策はじめの一歩」 
ハンディキャップのある方々の命を守る 


